






























紀)， 『モーセの遺訓」 （紀元前後)， 「スラブ語エノク害」 （後1世紀)， ＊｢第




















に配布した資料の表である3･それはl幻， 2声， 3天使， 4 トランス
状態， 5遺訂''' 6普遍史， 7時代区分， 8事後予言， 9終末待望, 10
終末時の難難, 11天変地異, 12時の計算, 13死人の復活, 14最後の
審判, 15エルサレ/ムの更新, 16新しい創造, 17天空の旅, 18自然界
の隠された秩序, I9義人と罪人の境遇, 20冥界の旅, 21地上への帰



















































































































































lesKanne]1giesser, """鋤"AQ/PIz"*"cEWgEsJs .･ 7ｿ"'β的/(，
"JA"(]/f"IC伽赤"α""),,Brill, 2004, p.368･373を参照されたい。
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研究フォーラム
の時々の状況により様々な判断が下されてきた黙示思想の系譜について
は， いまだ-1-分に解明されていないのが現状であり，今回取り上げたグ
ノーシス主義，モンタノス主義， ドナテイスト運動といった教会史に記
録された様々な宗教運動を考察するための重要な要素であることは否定
できないだろう。
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